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大学入学期の意思決定と大学適応

岩渕将士（東北大学）

キーワード：大学生，意思決定，精神的健康

問題と目的

大学生の各時期の心理的課題を明らかにし，大学生の

発達的な理解を深める視点の つに学生生活サイクル

（鶴田， ）がある。学生生活サイクルでは，学生期

を入学期，中間期，卒業期，大学院生期に大別し，各時

期の特徴について整理した。その中でも入学期は，慣れ

親しんだ生活環境から新しい生活環境への大きな変化を

経験し，基本的生活や対人関係，学業面といった幅広い

領域において適応を求められる時期とされる（鶴田，

）。こうした大きな環境の変化に適応するためには，

主体的に意思決定を行うだけでなく，周囲と協調し，集

団から排除されないように意思決定を行うことも重要で

あろう。岩渕（ ）では意思決定の傾向を多面的に測

定する大学生用主体性尺度を作成し，文化的自己観との

関連から妥当性が検証された。しかし，学生生活サイク

ルの視点から意思決定が大学適応にどのよう寄与するか

については明らかにされていない。そこで本研究では，

入学期の大学生を対象に縦断的調査を行い，入学時と

年後の精神的健康や友人満足度の変化に対して意思決定

が与える影響について検討することを目的とする。

方 法

大学生 名を対象に質問紙調査を実施し，回答に著

しい欠損のなかった 名（男子 名，女子 名，

入学時の平均年齢 （ ）歳）を分析対象とし

た。調査は 年から 年にかけて，大学入学時と

その 年後の 月に実施した。

使用尺度は 意思決定の傾向を測定する大学生用主

体性尺度（岩渕， ） 項目 件法， 精神的健康を

測定する （岩渕・加藤， ） 項目 件法，

友人満足感尺度（加藤， ） 項目 件法であった。

は岩渕・加藤（ ）と等化した潜在特性値

を分析に用いた。その他の尺度は総得点を項目数で除

した値を分析に用いた。

結 果

入学時と 年後（ 年時）の各尺度得点を比較したと

ころ，意思決定の「表面的同調」と において

有意差が示された（ ）

各尺度の記述統計量と 年後の変化

次に，入学時と 年後（ 年時）の ，友人満

足感の変化量（ ，友人満足）を目的変数，入学時

の意思決定の各側面（ ）と，意思決定の 年後

の変化量    ，性別（ ）を説明変数と

する重回帰分析を行った。なお， は得点が高

いほど精神的に不健康であることを表す。分析の結果，

の変化量に対して「主体的選択」と「衝突回

避」の変化量（  ）から負の，「表面的同調」の変

化量（ ）から正の影響が示された。また，友人満足

感の変化量に対しては「主体的選択」の変化量（ ）

から正の影響が示された（ ）。

意思決定から各適応指標への重回帰分析

考 察

本研究では，大学生の入学期における適応を精神的健

康と友人満足感から捉え，意思決定が大学適応に与える

影響について検討した。その結果，主体的に意思決定を

行う傾向が高まると精神的健康が良好となり，友人満足

感が高まることが示された。また，周囲との衝突を避け

る傾向が高まると精神的健康が良好になることが示され

た。しかし，これら つの意思決定の傾向は 年間で有

意に変化していなかった。その一方で，周囲に同調的な

傾向は 年間で有意に低下することが示され，この傾向

が低下すると精神的健康が良好になることが示された。

この「表面的同調」の結果から，入学期の大学生は新し

い環境への初期適応方略として周囲に対して同調的に振

る舞うこと，そして，大学生活に慣れてくることに伴い，

必ずしも同調的に振る舞わずに済むようになることが示

唆された。ただし，精神的健康は平均的には有意に悪化

することが明らかとなったため，精神的健康や友人満足

感を良好な状態に保つために，特に「主体的選択」を高

めるようなプログラムを入学期に実施することが有用で

あると言えよう。

M SD M SD
f1:主体的選択 3.94 0.55 3.92 0.57 -0.83 0.04
f2:衝突回避 2.79 0.90 2.74 0.87 -1.42 0.06
f3:表面的同調 3.01 0.90 2.90 0.88 -3.39 *** 0.12

-0.18 0.82 0.03 0.89 6.32 *** 0.25
2.62 0.69 2.75 0.70 -1.31 0.19
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セルフコンパッションが大学生の友人関係に与える影響
― 教材開発の試み―

○桜井美加（国士舘大学） 大浦邦彦＃（国士舘大学）
野々山良介＃（国士舘大学） 三上可菜子＃（国士舘大学）
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問題と目的

大学生が友人関係で葛藤し，友人に対して怒り

感情を抱いたときの対処方法は多様である。その

ひとつとして他者との関係性を意識しつつ（宮

川・谷口 ）自分を労わるというセルフコンパ

ッション（以下 と呼ぶ）がある。 は精神的

健康との関連が示され ， を高める

介入研究が進められている

が，日本人大学生を対象とした介入研究の数はま

だ限られている。本研究では，大学生が活用しや

すいように， 向上のための心理教育プログラム

のアプリケーションを作成，実施し，その効果を

明らかにすることを目的とする。

方 法

調査期間： 年 月～ 年 月

調査協力者：首都圏私立大学在籍者 名

アプリケーション心理教育プログラムの構成：

日本語版 反応尺度を使用した（宮川・谷

口 ）。「あなたが友人との間でトラブルが生じ

た時に，あなたは何を考え，感じ，行動するかお

尋ねします。」と教示し，自分自身や友人関係に対

するセルフコンパッション反応を測るための つ

の質問を使用した。

尺度構成：

①状態セルフコンパッション尺度：自分へのやさ

しさ，共通の人間性，マインドフルネス，自己批

判，孤独感，過剰同一化の 因子から構成され，

「１まったくあてはまらない」から「７非常によ

くあてはまる」の 件法で尋ねた。

②日本語版セルフ・コンパッション尺度：自分へ

の優しさ，自己批判，人としての普遍的体験，孤

立，マインドフルネス，過剰なとらわれの つの

要因から構成されている。「まったくしない」（

点）から「いつもする」（ 点）の 件法で回答を

求めた（石村・羽鳥・浅野・山口・野村・鋤柄・

岩壁 ）。

③友人関係欲求尺度：相互尊重欲求（ 項目），親

和欲求（ 項目），同調欲求（ 項目）から構成さ

れ，「まったく思わない（ 点）」から「とてもよ

く思う（ 点）」の 件法で尋ねた（榎本 ）。

手続き：

実験は実験者の授業中に協力者を募り，実施した。

まず質問紙①から③までの記入を求めた。次に，

参加者を「実験群（ ）」「黙読群 」「統制

群 」の 群に無作為に割り当て，群ごとに

異なる課題を実施させた。実験群は，本研究で作

成された 介入心理教育プログラムアプリを操

作させた。黙読群は，アプリで用いた に関する

つの設問を 画面で黙読させた。統制群は，羽

鳥・石村・樫村・浅野（ ）を参考に，現在は

いている靴の特徴と身に着けているものの特徴に

ついて詳しく記述するように記入を求めた（千鳥

ら ）。最後に状態 尺度のみ回答を求めた。

実験群は， でアプリを操作して心理教育的介入

に関する感想を自由記述で求めた。

結 果

（ ）実験群における実験前後の状態 平均値の

比較

実験群の実験参加前後における状態 尺度得

点の各 因子における平均値および標準偏差を求

めた。実験前後の各因子の 検定を実施したとこ

ろ，有意差は見られなかった。

（ ）実験群と統制群における実験前後の状態

平均値の比較

実験群と統制群における実験前後の状態 尺度

得点の各 因子における平均値および標準偏差を

求めた。実験後の実験群と統制群の状態セルフコ

ンパッション得点の平均値について 検定を実施

したところ，「自分への優しさ」

および「共通の人間性」 が実験前

より実験後のほうが平均値が有意に高かった。し

かし「マインドフルネス」「自己批判」「孤独感」

「過剰同一化」については有意差は見られなかっ

た。

（ ）実験後の 操作による感想記述について

「こんな方法があるのかと参考になった」とポジ

ティブな意見がある一方で，「もっと自分の意思を

に関する設問に対しては反映させたかった」と

いう意見も見られた。

考 察

怒り対処スキル向上のために の概念を教え

る心理教育アプリを用いた方法は，ある程度効果

が見られたと考えられる。「自分への優しさ」が

水準の有意差だが「共通の人間性」は 水準で

実験後に平均値が高まっており，「誰しも不完全な

側面がある」と想像できることが肝要であると思

われる。一方で被験者が 教材について，正解

が求められているととまどいを感じたものが一部

見られた。今後，アプリの教示文を含めた の導

入方法を改善していくことが課題である。

― 457―


